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農林水産省は、令和 7年 10月以降、飼養衛生管理基準の不遵守や早期通報違

反について、高病原性鳥インフルエンザ発生時における手当金及び特別手当金

の減額の決定に当たっては、メリハリのある評価を行うことから、その考え方に

ついて都道府県を通じて生産者の皆様方に対し周知を図ることとしております

ので回覧します。 

 

家畜伝染病予防法により、口蹄疫、豚熱、高病原性鳥インフルエンザ等の患畜

又は疑似患畜については、家畜の所有者に対して手当金および特別手当金が交

付されます。 

一方で、家畜伝染病の発生又はまん延を防止するために必要な措置を講じな

かった者等に対しては、手当金及び特別手当金の全部又は一部を交付せず、又は

返還させることとされています。不交付又は返還の対象者は、以下の状況を総合

的に勘案して決定されます。 

（1）飼養衛生管理の状況 

（2）早期通報の実施状況 

（3）まん延防止への協力等の状況 

 

詳細は、下記のＵＲＬをご覧ください。 

 

【農林水産省ＨＰ】 

手当金及び特別手当金の交付について：農林水産省 

高病原性鳥インフルエンザ発生時における 
手当金等の減額の決定に係る考え方について 
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